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に 対 す る重力の 影響の 研究お よ び液状化等 を 利用 した 地

盤の 振動減哀効果 に関 す る 研究 な ど表層地 盤振動特 性 の

研究上 ，興味深い もの で あ っ た。

　　　　　　　　　　 （文責 ：応用 地 質  　山 本 明 夫）

　【強震動評 価】（発 表 ：9編）

　防災 科 学 技術 研 究所 K −net ，　KiK−net や 東京 電 力柏崎

刈羽 原子力発電 所 の 公開観測記録 を 利用 した 発表 が幾 つ

か の 研究機関 か ら あ り，観測デ ー
タ 共 有化 の 重要 性 を 痛

感 した 。近年，日本で は 多 くの 地 震 を 経験 し，本 セ ッ シ

ョ ソ で も木造家屋 の 倒壊 の 傾向 が議論 され て い る 。 今後

は こ の 成果を踏まえ，2008年岩手
・
宮城内陸地震 の 軽

微な倒壊率 の 要因究明がな され て ゆ くもの と思わ れ る。

ま た，地 盤 の サ イ ト特性 評価 に対 す る研究 は，今後の 耐

震設 計 に フ ィ
ードバ ッ ク さ れ る も の と感 じ た。

　　　　　　　　　　（文責 ： 日本工 営  　大角恒 雄 ）

　【道路盛土 】 （発 表 ： 11編）

　本 セ ッ シ ョ ン で は，道路盛土 4 件 ，宅地盛土 2 件 ，

擁壁 3 件，自然斜面 2 件 の 発表 が あ っ た。そ の 内容 は，

近 年 発 生 した 芸 予 地 震，中越 地 震，能 登 半 島地 震 の 斜 面

崩 壊 の 被 害 実 態 を反 映 した 耐 震 診 断 ・評 価 に 関 す る もの

（7 件） と，宅地造成等規制法 の 改正 に 伴 うもの で あ っ

た。

　特 に，人工 地 盤 （土 構造物）が大規模 地 震 に よ っ て大

規模斜面崩壊が発生 して い る こ とに関心 が集ま っ た 。 大

規模 地 震時，斜面内で 何 が起 きて い る の か ？　 そ の 正 確

な 実態解明 と地 盤力学 に よ る 検証を踏ま え た 耐 震診断

法
・
壊れ な い 盛 土 づ く りの 提案を 期待 さ れ て い る 。

　　　　　　　 （文責 ： 中 日本高速道路  　稲垣太浩）

7． 地盤防災一豪雨，地すべ り
・落石 ，その他

　（1） 斜面 安定

　【斜面安定 （模型 実験）】（発表 111 編）

　降雨 に よ る斜面 安定 問題 に関 す る模 型 実験が 数多 く報

告 さ れ た。計測手法
・
技術 に 関 す る も の ，斜面崩壊 を 感

知す る た め の モ ニ タ リソ グ，擁壁 の 安定等 の 応用 問題 に

関 す る もの な ど 多岐 に わ た っ て い た 。IG 場 だ け で な く

遠心 場 に お い て も斜面 の 降雨 実験 が 行 わ れ る よ うに な っ

て きて お り，今後様 々 な デー
タ が蓄積 さ れ ， 斜面崩壊予

知へ の利用が期待 される。実務問題 へ の 適用の た めに は，

研 究 の 目的 を 明確 に し，相似則 も十 分 に考慮 し て お く必

要が あ ろ う。

　　　　　　　 （文責 ：長岡技術科学大 学　豊 田 浩史）

　【斜面安定 （対策
・
モ ニ タリン グ ）】（発表 ：9編）

　斜面安定対策 に 関して は，サ ク シ ョ ソ の 作用 を利用 し

た 遮水層 の形成や，樹木根系の 崩壊抑制効果，ロ ッ ク ボ

ル ト とネ ッ トを併 用 し た補 強 効 果 に つ い て 報 告が あ っ た。

古墳 に も適用 さ れ た Capillary　Barrier （毛 管 遮 水 層 ） の

概念は ，古 くて 新 しい 技術 と して 興味深 い もの で あ っ た 。
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モ ニ タ リン グに 関 し て は，微小 電位 ，降雨 強度，斜 面 変

位，サ ク シ ョ ン を 指標 とす る 研究 の 報告 が あ っ た。局地

的豪雨の 頻度 が 高まる 中，こ れ らの 研究成果の 実用 化が

強 く期 待 さ れ る。

　　　　　　　　 （文責 ： 岡三 リ ビ ヅ ク   　小浪岳治）

　【斜面安定 （危険度評価）】 （発表 ： to編）

　本 セ ッ シ ョ ソ で は，斜面の 形状 と安定性を検討 したも

の が 1 編 ，降雨 量 や 土 壌 水 分 に 着 日 し て 誘 因 か ら危 険

度 評 価 す る 手 法 を 検 討 し た も の が 4 編 ，崩 壊 士量 の 予

測手法 を 検討 した もの が 1編 ，地域 を メ ッ シ ュ に 分割

し崩壊確率を求め，さ らに 損失額 か ら リス ク を 検討 した

も の が 2 編，地 震 動 と斜 面崩壊，斜 面 変動 を扱 っ た も

の が 2編 で あ っ た。「危険度 」 の 意 味 が 幅 広 い の で ，

「誘因」，「斜面の 状態 」，「崩落 した 場合 」，「そ の 相互 関

連」 を整 理 し て議論 す る必 要 を 感 じた 。

　　　　　　　　　　 （文責 ： 応用地 質  　安藤　伸）

　  　斜 面 崩壊 ・地盤すべ り，地盤災害他

　【斜面 崩 壊 ，地 盤 す べ り，他 】 （発 表 ： 9編 うち 1編 欠

席＞ 1002〜1010

　 火 山岩 類 の 岩盤 崩 壊，斜 面 崩壊問 題 を 課 題 とす る 題材

が 2 編，崩壊，す べ り等の 解析手法 に 着 目 した もの が 3

編，崩壊強度 の 基礎的試験が 1 編，鉱物学的手法 で 統

計処 理 を 行 い 地 域的傾 向性 を 見 出 す も の が 1編，落石

対策に係る も の が 2編と 自然災害 と防 災 に 関 す る広範

な 技術 の 研究事例紹介が あ っ た 。な お ，崩壊 に 係 る 要 因

分析や点検手法 の合 理 性 を追求 し，今後の 現場技術に活

用 で き る こ とが 期待 さ れ た 。 ま た ， 地震 を考慮 し ， 地 す

べ りが 係 る トン ネ ル との 変形等 を 3 次元 的 に 解析 した

事例 も あ り，今後 の 研究 テ
ー

マ の 発展 が期待 さ れ た。

　　　　 （文 責 ：  日 本環境衛 生 セ ソ タ
ー　八 村智明）

　【地盤災害 （要 因 分析，他）】（発 表 ： 11編）

　地 盤 防 災 を テーマ に した 現象把握 ， メ カ ニ ズ ム の 解明 ，

シ ミ ュ レー
シ ョ ソ ，対策 工 に 関 す る 11編 の 報告 が な さ

れ た。い ず れ も身近 に 起 こ り うる 災害 お よび その対処方

法 の 事例 と して 興味深 い 内容 で あ っ た 。特 に 個別 の 災害

の形 態を 把握 す るだ け で な く，発生 要 因 等 を 推 測 す る こ

とか ら同種 の 災害の 予知
・
予測 に資 す る ， リ ス ク マ ネ ジ

メ ン トの 視点 よ り取 り組 ま れ た研究や マ ク ロ な 土 砂移動

現象を解析 に より可視化する研究等 には，今後 の研究成

果 を期待 し た い 。

　　　　 （文責 ： 砂防エ ソ ジ ニ ア リン グ   　中濃耕 司）

8． 地盤環境

　（1） 土壌地下水汚染，調査
・
試験技術

　【調査
・
試験技術】（発表 ：10編）

　岩 盤 ・堆 積 層 や 改 良土 を 対 象 とす る地 盤 環 境 の 基 礎 的

な 特 性 に 関 す る報 告 が 5 編 ，室 内 試 験 と現 地 調 査 の 新

手法 の 開発 や 改善 に 関 す る 報告 が 5 編 な さ れ た 。 基 礎
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